
選考方法例
（神奈川県逗子市のケース）

第１次選考 ： 書類審査
第２次選考 ： 課題論文

及び面接

市長による最終面接

※選考委員（５名）による選考
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教育委員・教育長の公募の実施例について

１．概要

教育委員の任命を行うに当たって、候補者を公募し、論文審査、面談等
を通じて選考することにより、委員に広く適材を得ようとするもの。

２．実施状況

平成１２年４月以降、教育委員（教育長候補者を除く）の公募は、７団体
が実施。教育長候補者の委員の公募は、１２団体が実施している。

３．公募手順の例

首長が候補者を決定

応募資格例
・２５歳以上
・学校管理や
教育行政の
経験不問

※本図は、典型的なイメージを図式化したものであり、
詳細については次ページ以降を参照。

宮城県志津川町、福島県原町市、白河市、三春
町、千葉県浦安市、東京都国立市、青ヶ島村、
神奈川県逗子市、静岡県蒲原町、愛知県西春
町、三重県朝日町、佐賀県西有田町

栃木県大平町、千葉県流山市、野田市、
四街道市、東京都八王子市、多摩市、
国立市

①教育委員（教育長候補者以外）の公募 ②教育委員（教育長候補者）の公募
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